
題名

連携推進地区活動報告
推進テーマ
～どの子も安心して生活し、主体的・対話的で深い学びの実現をめざして～

仏向地区 仏向小学校
向原幼稚園
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テーマ設定の理由

◇幼保小の連携を進めることで、小学校に入ってくる子どもたちの安心
を保障でき、その安心が自信・自己発揮につながることで、主体性や対
話の必要性が生まれ、深い学びが充実するのではないかと考えたため
設定に至った。

どの子も安心して生活し、主体的・対話的で深い学びの
実現をめざして
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連携推進3年間の歩み

◇3年間の事業内容

研修 担当者
交流

園児・児童
交流

1年目（R５）

R6 3月
スタートカリキュラムの報告
「夢中になっている姿」の共有

・折り紙を用いた交流
・他教科での関わり
・運動会練習時応援
・小学校に招いて、遊ぶ会

2年目（R６）

8月28日
園と小での活動の相互性
2月28日
年間のふり返り
次年度交流の見通しをもつ

・生活科を通した交流
・運動会応援
・小学校に招いて、遊ぶ会

3年目（R７）

6月27日
架け橋プログラムについて
育てたい子どもの姿の共有
2月26日 予定
幼保小の繋がりを深める

4月
年間の活動を計画
※随時連絡を取り合い
活動を調整

・生活科を通した交流
・運動会応援
・小学校に招いて、遊ぶ会
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推進内容について

・連携研修に関して

・研修を生かしてスタートカリキュラム実施

・園からの自由参観（2日間）

・継続した双方向のやりとり、交流
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今年度の重点課題

◇今年度力を入れたこと
スタートカリキュラムの明確化、架け橋のカリキュラム作成等
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連携推進事業の実際

◇幼保小のつながりを深める連携研修の実施
育てたいこども観の共有
それぞれの教育の場での手立てが分かる
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にちあん

4月８日 入学式
職員間での共通認識・協力

連携推進事業の実際

◇スタートカリキュラムの実施
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4月９日 １日目

意識するのは、幼保の学びを引き継ぐことです。幼保
では、「最上級生として頼りになる存在」として、小学
校に入学しています。「小学校ではこう！」も時には必
要ですが、基本姿勢として、「幼稚園ではどうだっ
た？」「保育園ではどうだった？」と子どもに問いかけ、
自主性を促すことを大切にしてください。
「教える」×「一緒に考える」◎

連携推進事業の実際

◇スタートカリキュラムの実施

一日の流れ、指導の仕方・関わり方の共有化
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園での経験が
生かせるような環境

4月９日 １日目

連携推進事業の実際

◇スタートカリキュラムの実施
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4月９日 １日目
絵本

ぬり絵 お絵かき
折り紙

けん玉

カプラ

園では登園後、
自由遊び
↓
継続
↓

安心感

連携推進事業の実際

◇スタートカリキュラムの実施
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連携推進事業の実際

◇双方向性のある交流
4月に年間の活動を計画
出会い

また あそびたい！！

わたしたちもあそびたい！

こんど いっしょにあそぼう！
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連携推進事業の実際

◇双方向性のある交流
4月に年間の活動を計画
出会い

【教師】一緒に遊びましょう！× 【子ども】遊びたい！遊んでもいい？12



連携推進事業の実際

◇双方向性のある交流
4月に年間の活動を計画
区の事業より頂いた球根の活用
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連携推進事業の実際

◇双方向性のある交流
4月に年間の活動を計画
継続した交流
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連携推進事業の実際

◇双方向性のある交流
4月に年間の活動を計画
今後の活動
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成果と課題

連携研修 スタートカリキュラム 交流に関して

成果

・子ども観の共有
・顔の見得る関係の構築
・連続性の重要さ
・主体性協働性の構築

・安心につながる
子どもたちの増加

・先を見通し計画的に行うことが
できたと言える。

課題

・時間の確保が難しい ・職員の理解、周知、次年
度以降の継続

・園との予定調整
・顔を合わせた交流の設定
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